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３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成30年２月１日から平成30年
３月５日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成30年２月９日10時00分
 開催場所 国立大学法人奈良女子大学事務
局第二会議室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 14

 Nature and quantity of the products to be

rent : Computer System of Nara Womens

University 1 Set

 Type of the procurement : Rent

 Basic requirements of the procurement :

Ａ The new system should be ａ distrib‑
uted processing system which can sup‑

port education, research, library services,

attached schools and other various ad‑

ministrative services efficiently.

Ｂ All systems should be connected to the

computer network to share the computer

resources easily from computers distrib‑

uted in the university. It should be pro‑

vided with high network security, re‑

liability and robustness.

Ｃ The new system should have user man‑

agement system necessary for the gener‑

al education of information technology,

program languages. It also must have

CAI software.

Ｄ The new system should be able to sup‑

port scientific calculation system, statis‑

tical analysis package, integrated da‑

tabase and multimedia software.

Ｅ The new system should have a library

information and management system

that can import all the existing computer

resources in the library.

Ｆ The new system should have the fol‑

lowing servers, PCs and I／Os. Servers :
File server, Authentication server, Mail

server (including Web mail and Anti

SPAM function), Web server, Proxy, Fire

Wall, Virus Mail scanning server, Do‑

main Name Server, and Backup server,

etc I／Os : Printers and Scanners.
Ｇ The new system should have an energy

saving function, a labor saving function,

an automatic system backup and auto‑

matic system restoration function. Serv‑

ers and network equipment should have

power supply security using UPS (with a

storage battery life guaranteed for 5

more years).

Ｈ The new system should have mutual

data converter for all data format of co‑

mputer resources in the university.

Ｉ The new system should be supported

by a reliable and prompt maintenance

service.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 5 March, 2018

 Contact point for the notice : Hyoe

Takahata, Contracts Section, Financial Di‑

vision, The National University Corpora‑

tion Nara Womens University, Kitauoya

Higashi‑machi Nara‑shi 6308506 Japan,
TEL 0742203216

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 30 年２月１日

国立大学法人宮崎大学
契約担当役 理事 増田 宏明

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 45
〇第５号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 採血・検体検査シ
ステム 一式
 調達方法 購入等
 導入予定時期 平成30年度９月以降

 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 自動採血管準備
ａ 自動採血管準備装置は受付された採血
オーダー情報を自動的に各採血管にバー
コードラベルを貼付し患者毎に分別する
機能を有すること。
ｂ 患者の採血待ち時間及び採血順番を液
晶パネル等で提示できる機能を有するこ
と。
ｃ リアルタイムでバーコードラベルの貼
付された採血管の状況確認や管理が追跡
可能なシステムであること。
ｄ 中央採血システムは同時に７名以上が
採血可能であること。
ｅ 各採血台には採血情報端末により患者
情報を閲覧することが可能であること。
ｆ 病院・検査情報システムとのデータ連
携が可能であること。

Ｂ 尿一般検査
ａ 尿分取装置はバーコード対応で自動的
に尿カップから２種類の尿容器に分取で
きること。
ｂ 尿定性分析装置と尿中有形成分分析装
置の連結されており、依頼項目により、
選択的に尿定性・尿沈渣分析が可能であ
ること。
ｃ 病院ホストコンピューターと分析装置
との通信が可能であること。
ｄ 尿一般と尿生化学と外注検査用に各々
シーケンス番号が取得できること。

Ｃ 全自動凝固分析装置
ａ 24時間スタンバイが可能であること。
ｂ 測定原理は光学的凝固時間法、比色法、
免疫比濁法を有していること。
ｃ 検体処理能力は、単体で最大250テス
ト／時間（凝固項目）以上であること。
ｄ 緊急検体架設部を有し、測定中も随時
検体追加が可能であること。
ｅ 検体バーコードでの運用が可能である
こと。
ｆ 本院の検査システム・病院情報システ
ムと接続すること。

Ｄ 免疫発光測定装置
ａ 24時間スタンバイが可能であること。
ｂ 検体処理能力は、120テスト／時間以
上であること。

ｃ 緊急検体架設部を有し、測定中も随時
検体追加が可能であること。
ｄ 検体バーコードでの運用が可能である
こと。
ｅ 本院の検査システム・病院情報システ
ムと接続すること。

Ｅ フローサイトメーターシステム
ａ ６カラー以上での解析が可能であるこ
と。
ｂ 現有機と同等またはそれ以上の処理能
力を有すること。

Ｆ ディスカッション顕微鏡
ａ 顕微鏡（Ｇ 生物顕微鏡）と同メーカー
であること。

Ｇ 生物顕微鏡
ａ 生物顕微鏡本体は三眼鏡筒仕様で、顕
微鏡用デジタルカメラの取り付けが可能
であること。
ｂ 対物レンズを６個以上取り付け可能な
レボルバであること。
ｃ 対物レンズはプランセミアポクロマー
ト以上のグレードであること。

Ｈ 顕微鏡撮影装置
ａ 顕微鏡撮影装置は有効画素数190万画
素以上であること。

Ｉ 検体検査室免震装置
ａ 定期的なメンテナンスが不必要な免震
装置であること。
ｂ 免震装置はマグニチュード６（水平方
向最大入力加速度810gal）以上の地震に
耐えうる免震装置であること。

Ｊ 緊急検査・尿用生化学自動分析装置
ａ 測定方式は、ディスクリート、ピック
アップ方式で、エンドポイント測定法、
レート測定法、検体ブランク測定法が行
え、ＩＳＥ法による電解質測定が可能な
こと。
ｂ 恒温槽は37℃±01℃の範囲で温度制
御できること。
ｃ 比色項目の処理能力は、トータルで
2000テスト／時以上であること。
ｄ １台での同時測定項目数は、70項目以
上可能であること。
ｅ サンプリングプローブは、詰まり検知
機能を有すること。
ｆ 測光方式は、反応管直接測光方式で33
ポイント以上測光可能なこと。
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